
３ 

脱炭素「再エネ

100%北九州モデ

ル」の全国展開へ

向けた支援 

 

本市では、再生可能エネルギー普及のロードマップを示 

した「再エネ100%北九州モデル」を構築し、蓄電池を活用

した再エネに関する課題解決とこのモデルの利用拡大 

を目指しています。 

2050年の脱炭素社会の実現は一自治体で達成することは 

不可能であり、広域（北九州都市圏域）で連携した脱炭素

の推進や、更には、この脱炭素の取組を全国展開すること

が不可欠であると考えます。 

こうした事情を踏まえ、以下の事項に特段のご配慮をお 

願いいたします。 

 

１ 再生可能エネルギー普及のロードマップを示した「再

エネ100%北九州モデル」の周辺自治体及び他の地域に拡

大するための支援 

２ 蓄電池コストの低減を目指した蓄電池リユース・リサ

イクルのための支援 

 





要 望 項 目 要   望   の   要   旨 

４ 

カーボンニュート

ラルの実現に資す

る洋上風力発電関

連産業をはじめと

したエネルギー産

業の総合拠点化に

向けた支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 本市では、若松区響灘地区の有する広大な産業用地と充

実した港湾インフラといったポテンシャルと、これまでの

長年にわたる「ものづくりのまち」「港湾物流都市」「環境

首都」としての技術及びノウハウの蓄積を活かし、「風車

の積出し機能」「風車部材の輸出入・移出入機能」「風車の

保守やメンテナンスを行うO&M機能」「風車部材製造など関

連産業を集積させる産業機能」の４つの機能を集積させる

「風力発電関連産業の総合拠点の形成」に取り組んでいま

す。 

この取組みは、地域におけるビジネスチャンスの拡大や

新たな雇用の創出など、地域経済の発展に大きく寄与する

とともに、アフターコロナの経済産業政策としても大きく

期待されています。 

さらには、政府が目指す「2050年カーボンニュートラ

ル」の実現に資する、再生可能エネルギーの主力電源化に

向けた切り札としての「洋上風力発電」の導入促進等わが

国のエネルギー政策にも大きく貢献するものです。 

こうした事情を踏まえ、以下の事項に特段のご配慮をお

願いいたします。 

 

１ 地域配分を考慮した計画的・継続的な促進区域の指定 

２ 洋上風力発電に係る新規設備投資やイノベーションを

喚起するための地域産業育成支援 

３ 基地港湾整備予算の確保やSEP船等特殊作業船舶の基

地化など洋上風力発電の普及を支える港湾施設等の整備

に対する支援 

４ 「環境保全とスピード感を両立した国主導による日本

版セントラル方式の確立」、「九州中国間の送電網強化」

及び「産学官が連携した人材育成の取組み」など、環境

と経済の好循環によるゼロカーボンシティの実現に向け

た本市地域エネルギー政策の推進に対する支援 

５ カーボンニュートラルポート（CNP）形成計画の策定

及び計画の実施への支援 

 




